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本会記事

　’総　　　会　　195層8年度年次総会は去る7月5日楽友会館に於て行なわれた1

　　　　　会長挨拶．会務報告．会計糖があっ頑麦漸役員の選出に勧、会長及び融長に

　　　　　は足利惇氏．宮崎市定両教授の留任ぶ決定した、又、幹回を増員して本会の運営を強

　　　　　化する事になり別項の通り決定した．総会終了後・高林藤樹灰のrバハイ教の紹介1

　　　　　と題する講演が行なわれた。

　　本年度役員（敬称略・AB9順）

　　　　　会長　足利惇氏

　　　　　副会長　宮崎市定

　　　　　幹事　藤本騰～x．・羽田ド　明・伊藤義教・加藤一朗・

　　　　　　　　　　中原与純九郎，恵谷俊之・大脇保彦，岡嫡正孝，

　　　　　　　　　　高　林藤　樹．永　元寿　典．

　　会．費に獄いで

　　　　　従来は顧問及び一般会員より会艘を三二し．て居たが経理事務を簡素化するため総会の

　　　　　委任により幹事会に於て新方式を決定した。これに依り本年io｝」以降・全会鎖は一

　　　　　律に「西南アジア研究∵8の誌代を以て会費とする事になる．商・本誌は年3圓発行の

　　　　　予定で代価は凡そ百円になる見込みである．

研究会例会

　　9月例奪：9月30臼　於人文科学1ヲ院所講演室

　　　　　「テヘランより帰りて」　　井本英一

　　10月　例　会：　10月251ヨ於　史掌科第2教室

　　　　　「東南アジア調査旅行報告」　梅梓忠夫

会員消息その他

　　◎弁本英一氏：1箔6魁1月駒テヘラン大靴騨・1ペルシ敏字を轍して此

　　　　の程無事三国された∴
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罰忍氏：二　刊 u大魚鰍授として9月23日韓澗魏路インド繭

われた．尚、中東各地を訪間される予定である、

東大教養部宇治分校Ic本会の支部が誕聴し1回生平20名が入会した。

森　正夫氏：

小林信彦氏：

吉1B　守氏：

加藤一混一：

　冗「：ン嘔勢「「驚べ澱凱霜脳・虚∵一軒’．

編　輯　後　記
；《燐．職累臨、《』潔・鋒．瞭鷺

　◎　中東に於ける諸般の情勢は混沌を極め全く予断を許さ鳩ものがあるが・一方、我

　　力1蝉アジア蹴飾晦軽羅鯵みを続け・外騨容数次第統擬して来て

　　緩る事は大きな喜びである．これは酔えに鰭難生の紬揖導と会員諸氏の御協力に依

　　るものであって、愛に第3弩発行に当り感謝の意を罪する．

　嚇　羅誌第3号の意義は極めて重大である．世の拗者達は刮耀してその成果を編てee　．

　　る・既解’鵜笏の成否は会離の輪漏するものドかe’）・”c“ある・鰐瀧

　　の騨顧てその獄責鯉｝題課したと翫溺・轍硫腎に撚頂い酪氏

　　に翻福些上gi’6．，

　・◎　本芳より書籍及び論文疑録を載せる藥にした．ホ誌を会員藷氏に弘く御承｝欝頸え．

　　るものにしたいと言う玉転から色々な必読を考えて鶴るが、何か参考になる厩蔵見

　　があれば是非お・知らせ頂き度い。　　　　　　　　　　　　　　（差iπ　林）：

　　　　　　　㌻轟灘冤

　　　　　　　1　　　醜アジア際会　　ll
　　　　　　　l：代表者　足利惇、氏　1
　　　　　　　ぐ　印㌧鰯　所・京都市上京区今出川通油小路東そ

＿一町＿踊？熱：☆




